
１０月２９日（水）太陽・マナー・計算  

三年生が屋上で太陽の観察をしました。遮光板を使っ

て、太陽の形や動きを学んだのです。この日は何度か足を

運んだようで、影の位置も記録していました。太陽が動く

こと、太陽が球の形をしていることは分かったようです。

そして最も大切なこと、肉眼で見つめると目が痛くなる

ほどの熱を持っていることにも気づいた子がたくさんい

ました。晴れた日にしかできない活動でした。 

五年生が社会科見学に出発していきました。先生の話で

「マナー・ナンバーワンになりましょう」という内容があ

りました。数人にその意識を聞いてみると「ゴミを捨てて

いかない」「あいさつをしっかりする」「迷惑をかけない」

「ルールを守る」「うるさくしない」「ゴミが落ちていたら

拾ってくる」などなどの回答がありました。帰ってきた職

員からは「マナーを守って、しっかり学習してきた」とい

う報告をいただきました。 

一年生の算数の時間です。ロッカーに並べてある計算

練習プリントに取り組んでいました。一枚終わると先生

に丸をつけてもらうことになっているようです。並んで

いるプリントの中に、あまり見たことがないものを見つ

けました。よく見ると、このクラスの子が作ったプリント

でした。そのプリントに取り組んでいる子をやっと見つ

けて終わるまで見ていました。終わった子は、プリント作

成者に丸をもらいに行きました。 

 

１０月２８日（火）遠足・ペン立て・体積  

二年生が遠足で、彩の森公園に行きました。午後、私も

様子を見に行ってきました。ちょうどレク３（鬼ごっこ）

が行われていました。各クラスが順番に鬼になり、逃げる

子全員にタッチするまでの時間を競う活動です。この日

優勝したクラスは約２分で全員をタッチしたようです。

写真はあるクラスが鬼となって追いかける前、円陣を組



んで作戦や勝利への思いを確認しているところです。秋

晴れの下、二年生は思いっきり走りました。 

あるクラスに入ると、机の上にペン立てがありました。

多くの子がえんぴつやのり、はさみをこれに入れています。

聞くと、外国語の時間にハロウィンに合わせて作ったよう

です。それを大事に使っていたのです。作り方や作った物

の紹介に英語が使われたようですが、私には当然日本語で

説明してくれました。このペン立ても大事にしてもらいた

いですが、同時にこの作成した過程の思い出も大事にして

もらいたいと思いました。 

六年生が職員玄関で何やら活動していました。水槽の

縦や横の長さを測っていたので、算数の授業だとすぐ分

かりました。体積を測っているのです。そこに職員が通り

かかり「プールにもいる」ことを教えてくれました。行っ

てみると、プールの水の容積を調べています。「縦の長さ

は２５ｍだから、横の長さと深さを調べよう」という声が

聞こえてきました。ある子は、体育館の写真を撮って、拡

大図の学習を生かして調べようとしていました。 

 

１０月２７日（月）円比べ・葉・友達  

三年生が算数で、円の大きさ比べをしました。５つの時

計が提示され、それを小さい順に並べるのが問題です。子

供たちは切り取った円を重ねて比べたり、中心を通る直

線の長さを比べたり、自分で決めた数字（時刻を示すもの）

を結ぶ直線で比べたりしていました。円には中心がある

こと、中心を通る直線の長さによって円の大きさを比べ

たり表現したりできることに気づいたと思います。 

二年生の教室に行くと、ある子がタンポポの花を見せて

くれました。中庭でとってきたと教えてくれました。する

とその隣の子が、大きな葉っぱを見せてくれました。更に

ある子は、すすきを見せてくれました。みんなで取りに行

ってきた収穫物のようです。私は、葉の色から、改めて秋

の深まりを感じることができました。二年生の子は、どん



な気づきや問いを持ったのでしょうか。 

一年生が学年朝会を行い、面白い活動をしていました。

「♪一年生になったら、一年生になったら♪」を歌い、「友

達 100人できるかな」の自己評価をします。100人友達が

できたと手を挙げる子もいましたが、多くの子は「まだ

100人はいない」と認識したようです。そして、できるだ

け多くの人と自己紹介をし合おうという活動が始まりま

した。「1年○組の○○です」が始まりました。活動後、教

室に向かう子たちに「友達 100人できた？」と聞くと、「で

きた！」という元気な声が返ってきました。 

 

１０月２７日（月）片づけ・地図帳・練習  

一年生が朝、花のお世話をして戻ってきました。じょう

ろを使ったようですが、片付けることに苦労していまし

た。ある子が私を見つけて「じょうろが高くて片付けられ

ないので、やってもらえませんか」と話しかけてきました。

すばらしい言葉づかいに、私も「分かりました」と手伝お

うとしましたが、それを見ていた友達が「僕がやってあげ

る」と、挑戦し始めました。じょうろは無事に、片付けら

れました。 

三年生が地図帳を使って、市町村を見つける活動をして

いました。先生から「草加市」「旭川市」「入間市」などの

問題が出ると、地図帳からその市を見つけるのです。3問

とも断トツで早く見つける子がいました。「スゴいね！」

と言うと、近くにいた子が「○○さんは、家でも地図帳を

よく見ているんです」と教えてくれました。「習うより慣

れろ」という言葉を思い出しました。自走する子が育って

います。 

休み時間、ある教室で二年生がレクを進行する練習を

していました。見守る先生からは、一人ひとりに評価が伝

えられていました。まだ覚えていない子もいて、「よく練

習しておくように」などの指示も出ていました。何気なく

各教室に入っていくと、ペアで何かを読み合っている子



がいました。この二人もある会の進行をするとのこと。教

室で自主トレをしていたのでした。 

 

１０月２６日（日）運動会・運転  

本日は免許更新に出かけるため、本日はオフ。朝、近所

の校庭には運動会の準備が雨で冷たくなっています。25

日実施予定が、順延で本日になったようです。昨日よりも

多く降っている雨により、今日も中止となることでしょ

う。同業者として、心が痛みます。 

更新講習では、とっても悲しい事故の話を聞きました。

ある男性が飲酒運転で事故を起こします。追突した相手

とともに即死。事故を起こした男性には家族がありまし

た。奥さんと小さな子供 2人。奥さんは、被害で亡くなっ

た家族にすべての財産を賠償しますが、相手が納得する

はずがありません。小さな子供は「なぜ家にテレビがなく

なったのか。お父さんはなぜ帰ってこないのか」と泣く毎

日。この奥さんは、遺書を警察署に送り、３人で心中した

そうです。交通事故は、その家族をも不幸にするのだと、

改めて感じました。安全運転です。 

 

１０月２５日（土）祭・ノート  

本日から二日間、入間市の大イベント「万燈祭」です。

今年は校内で不幸があったこともあり、参加しないこと

になります。校長室で仕事をしながらも天気が気になっ

て仕方がありません。寒くて、冷たい雨、参加する人の健

康を祈らずにはいられませんでした。提出してもらった

理科のノートを見ていると、気温、台風、雨について、五

年生が学習した軌跡が分かりました。今日、明日、晴れて

くれたら嬉しいのですが、予報は・・・。 

 

 



１０月２４日（金）刀・演奏・合唱  

四年生の教室に緊張感が広がる瞬間がありました。普

段なら楽しい雰囲気になる図工の時間です。彫刻刀でい

ざ板を削る瞬間です。道具は木を削るもの。間違えれば、

手を切る力も持っています。「彫刻刀を使う」ことが保健

室に伝えられると、養護教諭が来室者に備えることもあ

ります。私が見ていたこの時間は、ケガ人はでなかったよ

うです。刀は板を削るだけに使われました。 

二年生の子が一人「聴いてください」と鍵盤ハーモニカ

をもって校長室にやってきました。自分で作った曲を披露

してくれたのです。また両手で弾けるようになった曲も聴

かせてくれました。その子の成長と曲に感激してしまいま

した。その子は教室に戻り「校長先生に聴いてもらった」

ことを友達に自慢したようです。給食配膳の時間には、同

じクラスの子が五人で演奏をするために校長室にやって

きました。もちろん、感激いたしました。 

市内音楽会出場を二週間後にひかえた六年生の合唱を

聴きました。この日は外部から指導者を招いて、これまで

の成果を評価してもらうとともに、課題についても指導

をしていただきました。「口を縦に開く」という指導を重

ねるたびに、きれいな声が出てくるようになったことが

分かりました。指導して下さった先生も「素直に話を聞い

てくれて、すぐに向上する子供たちだった」と話してくれ

ました。素直な心と意欲、何をするにも大事だと思いまし

た。本番は、11月 11日です。 

 

１０月２３日（木）賞状・お茶・かけ算  

市内体育祭の賞状伝達を行いました。各競技で一位に

なった子、十人に校長室にて伝達しました。六年生女子代

表リレーで一位になった四人は、次のような感想を話し

てくれました。「このチームで一位になって嬉しい」「去年

は負けたけど、今年一位になれたことが嬉しい」「自分た



ちの最高のタイムが本番で出たことが嬉しい」「練習でう

まくいかなかったバトンパスがうまくいったのが嬉し

い」。賞状一枚にもいろんな思いが込められています。 

三年生がお茶について調べたことの発表練習をしてい

ました。自走する姿を見つけて嬉しくなりました。ある子

は自分で茶畑に行ったそうです。その写真を見せてくれま

した。ある子は、まとめるためにお茶の自作キャラを作り

ました。そのキャラクターがいろんなことを紹介してくれ

ているレイアウトになっているのです。こういう子がたく

さん登場することを期待しているのです。 

二年生が校内を歩いて学習していました。「かけ算のも

のを探している」と言うのです。ある子はカレンダーを見

つけて「７×４」を発見しました。ある子は教室に貼って

ある表を見て「２×５」を、ある子は階段のタイルを見て

「５×１２」を発見しました。答えはまだ分からなくても

よいそうです。かけ算探し、二年生の探求を楽しみにした

いです。 

 

１０月２２日（水）掃除・リース・カルタ  

無言掃除。二年生が黙ってやっている所を通ると、ある

子が小さい声で話しかけてきました。「僕たち、いつもよ

くやっています。ニュースで読んで下さい」と。放送でニ

ュース読むのは放送委員の子。何日号のものを読むかは、

委員会のその日の担当者が決めています。ニュースで読

む約束はできなかったのですが、写真を撮らせてもらい、

扇小ニュースの記事にさせてもらいました。確かに、みん

なよくやっていました。 

一年生が、サツマイモのつるでリースを作りました。つ

るをまいたり、それをとめたりするのは、意外と難しいよ

うでした。完成したリースを頭にのせて、喜んでいる子も

いました。完成すると、すぐに友達の手伝いに向かう子も

いました。年々不器用な子が増えていると多くの教職員が

感じていますが、このような作業を通して物を完成させた



子供の喜びは、今も昔も変わらないと思いました。 

六年生が国語で秋のカルタを作っていました。俳句を

作り、その札に絵を書いて完成するようです。私がパッと

見たものの中に、おもしろいのがいくつかありました。 

ギリギリの 半そで半パン ギリさむい 

 秋の夜に ベッドにこもり ス〇ホする 

グループ内で、頭文字の担当を決めてから始めているよ

うで、「あ」の句はすぐに作られていましたが、「ぎ」の句

を作ったのは、ファインプレーだったようです。 

 

１０月２１日（火）片付け・入間市・感想  

運動会終了後に片付け終わらなかったものがあります。

放課後は職員総出で行いましたが、朝から六年生も自主

的に片づけをしてくれていました。昇降口にある机やイ

スを運んでくれました。聞くと「ここが掃除場所なので、

やった方がいいと思って...」と話してくれました。運動

会が終わってからも六年生はリーダーとして活動してく

れています。新たな扉を走り抜けています。 

四年生が入間市について調べてまとめたことを発表し

合っていました。ある子のこだわりに、私は感激しました。

アリット：1994 年、万燈祭：1978 年、狭山茶：1875 年、

おとうろう祭：江戸時代、いるまんじゅう：2015年・・・。

市内の名産名所が始まった年を調べたようです。きっとこ

の子の中で生まれた大きな「問い」が、活動に向かったの

でしょう。 

運動会の感想や振り返りを書いているクラスがいくつ

かありました。一年生にとっては初めての運動会、どんな

ことを書いているのか、興味深くのぞかせてもらいまし

た。「ダンスが笑顔で踊れた」「母に上手と言ってもらえた」

「徒競走が 2 位で悔しかった」「大きな声で応援できた」

「楽しく踊れた、楽しかった」「間違えずに踊れた、自分

でおぼえた、よくできた」などの文を見つけることができ

ました。運動会デビュー、達成感があったようです。 



 

１０月２０日（月）振替休 

本日は運動会の振り替え休日。朝から小雨が降ってい

たこともあり、校庭には誰もいなかったのですが、昼頃に

なるとサッカー少年少女が数人集まってきました。ノー

トを見て掲示物を作ろうと出勤したのですが、予想以上

にすぐーるで運動会の感想を送ってくれる子がいたので、

読み続けてしまいました。熱い思いや次への目標を書い

ている子が多く、よい運動会だったと改めて確信しまし

た。 

 

１０月１９日（日）日の出 

昨日の疲れと達成感もあって、本日はオフにすること

にしていました。特にやることもなく、朝から近所を散歩

しました。久しぶりに日の出を見ました。日々、この時間

はあわただしかったので、見ることもなかった日の出。新

たな一日が始まることを、改めて感じました。運動会は終

わりましたが、次の目標をもって、張り切って行こうと誓

いました。 

 

１０月１８日（土）第５１回運動会 

「笑って泣いて新たな扉走りぬけ」のスローガンのも

と、第５１回運動会が開催できました。たくさんの保護の

方に集まっていただき、子供たちも張り切って燃えたと

思います。素晴らしい運動会でした。 

すべての演技が昨年度とは違うもの。競技も昨年度か

らバージョンアップしたもの。徒競走、大玉送り、代表リ

レー以外は、職員と子供たちの挑戦を感じさせる内容だ

ったと思います。係の六年生もよく動いていて、ほぼ予定

通りにプログラムを進めることができました。 

得点が発表された瞬間の白組の子たちの喜びをみて、



子供たちの本気さを改めて感じました。閉会式後に六年

生数人に感想を聞いてみると、ものすごく大きな達成感

を味わったことが分かりました。 

ＰＴＡ本部の方々のおかげにより、観戦に関して混乱

もありませんでした。素敵な写真や動画も思う存分撮れ

たのではないでしょうか。 

参加してくださったすべての方々に心よりの感謝をお

伝えしたいです。ありがとうございました。 

 

１０月１７日（金）準備・扉・探検 

午後は運動会準備です。六年生が残り、職員と一緒に張

り切って活動してくれました。校庭整備、テントや机など

の設置、掲示、放送等の練習などなど。自分の担当する仕

事が終わっても、やることを自ら見つけたり、友達の手伝

いをしたりして、先生に次の仕事を訪ねたりと、誰もが空

白を作らずに働き続けてくれました。すばらしい姿でし

た。この六年生が引っ張ってくれて来た運動会。すべての

競技に期待してもらいたいです。 

スローガンも張り出されました。「笑って泣いて新たな

扉走り抜け」です。最高の言葉だと思います。成功や失敗、

勝敗などよりも大事なことを教えてくれるメッセージで

す。51 年目、新たなステージに歩みだした本校にピッタ

リ、これ以上のないスローガンだと思います。貼り出され

た文字を見ても、改めて感激してしまいました。 

二年生が町探検に出かけて行きました。何度か練習も

かねて出ていくようです。今回は各コースごとに集団で

の探検練習でした。「どこへ行くのか」「そこに何があるの

か」を数人に訊いてみました。「俺の家」「友達の家」「イ

オン」「公園」「ジャパンミート」「〇〇幼稚園」などなど

と教えてくれました。誰かの回答を聞いて「その裏に私の

家があるんだよ」と質問に加わってくれる子もいました。

「〇色コース」と聞いても正直ピンときませんが、施設を

教えてもらって、行き先がよく分かりました。 



 

１０月１６日（木）大玉・ダンス・店長 

２回目の運動会全体練習を行いました。子供たちが一

番張り切って取り組んだのは、何といっても大玉送り。今

回の勝負では、奇跡的な結果となりました。一回戦は 50.7

秒で同着だったです。そして２回戦、白が 46.0秒、緑は

44.8秒、その差 1.2秒。見ているだけではほぼ同着です。

盛り上がってきました。本番は、二日後。各色はさらに作

戦などを練るはずです。 

一、二年生が体育館でダンスの練習をしていました。ま

ずは二年生の踊りを一年生が見て、その後一年生が踊りを

二年生に見てもらいました。最後に舞台に上がったのは

「キラキラ・ボーイズ＆ガールズ」です。最高の踊りをみ

んなで見て、素敵なところを発表し合いました。表情、動

き、手足の伸びなどなど、一年生も憧れのダンスを見て興

奮気味でした。 

ほとんどの子が運動会に向けて集中している中、すで

に次の行事に向けた動きがあります。扇っ子祭の店長が

集まって、担当から課題を渡されました。「兄弟学級でど

んなお店を作るかを考えてくること」です。四年生にとっ

ては初めての店長です。「みんなと遊べるのが楽しみ」「ボ

ール投げをやりたい」などと話しくれました。二度目のリ

ーダ－となる五年生は「今年もこれができてうれしい。二

年生とつながりがもてるのが楽しみ」と語ってくれまし

た。 

 

１０月１５日（水）骨・合唱・指輪 

理科室で学び合っている子たちが、両手を当てた腰を

グルグルと回しています。「校長先生も、やってみて下さ

い」と言われてやってみましたが、ここで気づきがありま

した。目的が分からないと楽しくないし、不安になるとい

うことです。この活動を終えた子がノートに書いたこと



を見て、何となく目的が分かりました。ノートには「骨は

体中にある」「関節には骨がない」などの記述が並んでい

ました。 

校長室を出て校内を巡回しようと廊下を歩きだすと、元

気な歌声が聴こえてきました。「ゴーゴーゴー」を歌って

いるようです。近づいていくと、おうぎ学級の教室から聴

こえてくることが分かりました。中に入ってみると、とに

かく大きな口を開けて、「ゴーゴーゴー！」と歌っていま

す。「白、白、白！」と「緑、緑、緑！」の部分は、特に

大きな声で、相手を威圧するかのようです。張り切って楽

しく勉強している姿、元気をもらいました。 

ある先生が、クラスの子を一人引き連れて校長室にや

ってきました。「叱って下さい」という職員は本校にはい

ません。きっと何か私が喜ぶことをしたのだとすぐにわ

かりました。「指輪をもらった」という報告です。隣にい

る子が作ってきてくれたというのです。かわいらしい指

輪をもらって喜んでいる先生も素敵です。家で作ってき

たようなので、きっとご家族の協力もあったはず。この子

も、その家族も、あったかい心にあふれているのでしょう。 

 

１０月１４日（火）朝会・完璧・代表 

講話朝会では３つの話をしました。「運動会で期待して

いること」「二学期に指導したことの確認」「学校教育目標

の振り返り」です。振り返りは、すぐーるのアンケート機

能で行ってもらったのですが、ＰＣの具合が悪くててこ

ずった子もいました。教育委員会・学校と子供をつなぐ大

事なツールなので、確実にできるように調整してきたい

です。アンケートの結果については、後日集計して、お伝

えします。 

五六年生が、集団演技の練習をしていました。当日、本

番を楽しみにしている私は、全部は見ないことにしていま

す。この日は全部を通してやったようです。六年生が日記

で教えてくれました。「全員が完璧だった」と書いてあり



ました。「もっと動いて一つになりたい」とも書いてあり

ました。ワクワクしてきます。当日の大きな拍手が、今か

ら聞こえてくるようです。こうご期待。 

２０分休み、放課後には、代表リレーの練習が行われて

いました。放課後練習は、校のために校庭に出てきた扇っ

子も、見つめる中で行われました。この日は同色でのレー

スが行われました。男子も女子も、とてもいい勝負。本番

は白対緑で行われますが、同色内でも「負けたくない」と

いう気持ちが伝わってきました。特に男子は、白も緑も、

ほぼ同時にゴールでした。この協議も今からワクワクし

てしまいます。 

 

１０月１３日（月）スポーツの日 

本日は祝日。スポーツの日です。仕事があり出勤しまし

たが、校庭では野球少年少女の元気な声が響いていまし

た。スポーツをする子が年々減ってきているという記事

を見ます。中学校の部活動や小学校のスポーツ少年団の

人数も減ってきているようです。スポーツから教えられ

ることはとても多いと思います。昭和生まれの私として

は、ゲームよりもスポーツに、子供達が夢中になってもら

いたいです。 

 

１０月１２日（日）ハロウィン 

一日外出しましたが、いたるところでハロウィンが近

づいたことを教えてくれるモノに出会いました。駅や店、

広告などなど、カボチャをたくさん、たくさん見ました。

街全体で盛り上げている所もありました。先日、秋の俳句

を作っている授業を見た時にも、ハロウィンを取り上げ

ている子が一番多かったです。私にはあまり重要な行事

ではありませんが、子供たちにとっては秋の大イベント

のようです。 

 



１０月１１日（土）体育祭 

向原中学校の体育祭に参加してきました。小雨が降る

中でしたが、生徒はみな元気でした。開会式での生徒の言

葉での「雨がやむように燃えましょう」や、各団のエール

でも「太陽を呼び込もう！」と言う声が、生徒の願いを示

していたようです。昨年度の六年担任も傘をさして応援

していました。寒い日でしたが、熱い青春を見てきました。 

 

１０月１０日（金）練習・旗・作戦 

運動会の練習も熱を帯びてきました。特に集団演技の

練習は、校庭で毎日見ることができます。本番以上に張り

切った表情を見ることもできます。教室でも練習してい

るクラスがありました。動画を見ながら、手の使い方など

を確認しています。先生もノリノリで踊っています。広い

校庭ではなかなか細かいところまで指導が行き届かない

こともあります。このような教室での練習も大きな効果

が望めるのです。 

今年の運動会でも、高学年のフラッグ演技が感動を与え

てくれそうです。数人の六年生に見どころを聞いてみまし

た。「キレッキレッです」「交互に振る所がきれいです」「旗

を振る所は、全部きれいです」などと、頼もしいことを教

えてくれました。「全力でやってる」「チームワークがすご

い」など、集団としての取り組む姿勢についても自慢して

くれる子もいました。 

あるクラスの学級活動では、集団競技の作戦を考えて

いました。この競技には「カリスマ」があるようで、これ

についての案がたくさん出ていました。「カリスマには力

のある子が集まる」「カリスマには、速い子が５人で行く」。

他にも、「姿勢を低くして・・・」「移動を忘れずに・・・」

などの作戦案も出てきました。話し合いの途中で、隣のク

ラスの先生が顔を出すと、皆がワークを隠していました。

作戦ですから、秘密なのです。 



 

１０月 ９日（木）全体・トンボ・骨 

運動会全体練習を行いました。開会式、応援合戦の並び

方の確認、校歌と「ゴーゴーゴー」の合唱、応援合戦の練

習、そして、大玉送りの練習をしました。大玉送りは今回

が初めてです。並び方やルールの確認を各色で行い、練習

試合も行いました。行きは転がし、帰りは人の上を運ぶ、

昨年度からの競技形式は、とってもおもしろいと見てい

て感じました。なかなか転がらない、前に運べない、この

課題を本番はどのように解決するでしょうか。 

保健室前の廊下に、大きなオニヤンマが飛び込んできま

した。全校練習で子供たちが外に出ている隙に入ってきた

ようです。六年生に頼んで、一年生に届けてもらいました。

優しい六年生数人が何とか捕まえて、一年生の教室に届け

ると、一年生は大喜び。あっという間に、虫かごに輪がで

きました。毎日のように虫取りをしている一年生にとって、

この六年生の姿に憧れの思いを抱いたことでしょう。 

理科室から笑い声が聞こえてきました。入ってみると、

四年生が自分や友達の体を触って、学び合っています。体

の骨の数を数えているようです。「ここにも骨がある」と、

互いの鼻を触ったり、「何本あるか数えて」と言って、友

達に肋骨の数を調べてもらったり、「くすぐったいよ」の

声も聞こえてきました。骨の数、人だけでなくいろんな生

き物で、探求してもらいたいものです。 

 

１０月 ８日（水）除草・反対・自信 

二学期二度目の全校除草作業。前回、大量の雑草を取っ

たので今回はあまり集まらないと思っていたのですが、

想像以上に扇っ子の張り切り活動が必要だったと気づか

されました。体育館に集まってきたゴミ袋は前回と同じ

程度です。100を超える袋が積み上げられました。良くぞ

取ってくれたと感心するほどです。「一人で４袋」「クラス



で３０袋」などなどの報告も入ってきました。 

二年生が国語で「反対の言葉」を集めていました。ノー

トには「天国と地獄」「大人と赤ちゃん」「あついとさむい」

「はやいとおそい」などなどの言葉がたくさん書いてあ

りました。その中でも特におもしろいと思ったのがいく

つかありました。「国語と算数」「宿題とゲーム」「カチカ

チとフワフワ」「たし算とひき算」など。書いた子供の中

では反対が成立しているのでしょう。 

音楽の時間、あることが先生から発表されました。「発

表会を 10月 15日に行う」ということです。反応は様々で

した。「来週？無理だよ」「よし！できる！」など賛否様々

です。先生は「皆さんならできる」「他のクラスもできた」

「今日練習の時間を作る」旨を伝えると、子供たちも笑顔

になりました。自信のない子には、このような声がけが必

要なのだと勉強になりました。 

  

１０月 ７日（火）応援・順番・刀 

体育朝会では、３つの確認をしました。開会式の並び方、

応援合戦への移動、そして応援合戦の流れです。最後は、

各色事で行いました。これまで各教室で練習してきた応

援合戦を、初めて全学年でそろえました。緑も白も、本日

までの応援団のがんばりを感じさせる内容でした。本番

は、もっともっと、張り切った声が響くはず。５１回目の

運動会も、楽しみになってきました。 

あるクラスでは、徒競走の順番を確認していました。何

レース目に走るのか、誰と走るのか、自分は何コースを走

るのか、並んだ時に自分の前の子は誰なのか。先生が確認

してみると、覚えている子は数人でした。黒板に出走表を

張り出して「覚えてください」という指示が出ました。始

めのうちは黒板の前に出てきて必死に記憶しようとして

いる子ばかりでしたが、一人がＰＣで撮影すると、その活

動が広まりました。便利な道具は使った方がよいのです。

記憶力を高めるためにも、確認できる根拠が必要です。 



四年生が図工で彫刻刀を使います。そのオリエンテー

ションが行われていました。彫刻刀を初めて手に取る子

も多く、使い方や注意点などをていねいに先生が説明し

ていました。安全に関することについては、ていねいに厳

しく、本校の先生は指導します。「任せてよい」ことでは

ないからです。期待に胸膨らませている子ばかりですが、

恐怖や不安の気持ちを持つことも大切です。 

 

１０月 ６日（月）虫・校歌・報告２ 

朝、元気に校庭に出てきた一年生数人が虫取りを始め

ました。一人が虫かごを持っています。おめあてのバッタ

はなかなかの韋駄天で、四五人が追いかけてもついに捕

まりませんでした。姿は見えているのです。放送があり、

教室へ戻るこの子たちも「収穫０」で少しがっかりしてい

ました。そこへ、このことを知ってか知らずか三年生が、

「このバッタいる？」と、昇降口へ話しかけていました。

三年生が捕ったバッタは、一年生の虫かごにおさめられ

ていきました。 

本日から二年生の授業をして下さることになった新職

員が、自己紹介をしました。その中で「扇小の校歌が一番

好きで、覚えている」という言葉がありました。この会を

進行していた先生が機転をきかせて、校歌斉唱の時間をつ

くってくれました。お世話になる先生が「好き」だと言っ

てくれた、我が校の校歌を、二年生が張り切って楽しく歌

ってくれました。私も、この校歌が大好きです。 

市内体育祭の結果報告、続きです。２回に分けて行った

今回は、台本の中に感想を言う個所を作っておきました。

このパートを請け負った四年生は、次のようなことを言

ってくれました。「応援している姿もすばらしかった」「六

年生は去年の経験を生かしていると思った」「六年生は中

学校へ行ってもがんばってほしい」「五年生は来年ももっ

とがんばってくれると思う」。素敵な放送になりました。 

 



１０月 ５日（日）『？』→自走 

本日は出勤。金曜日に提出してもらっていたノートや

ワークを見ました。「振り返り」で、疑問に思ったことを

書いている子がどれくらいいるのかを確かめるためです。

さらに、どんな『？』が生まれたかを知りたいためです。

低学年の算数と国語、高学年の理科・外国語、そして自主

学習ノートには、たくさんの探求の種や探求の形跡があ

りました。自走する子は確実に育っています。 

 

１０月 ４日（土）彼岸花 

用務があり埼玉県の東部に出かけました。途中、いろん

な場所できれいな彼岸花や白鷺を見かけました。彼岸花

について調べると、花言葉は「悲しい思い出」「あきらめ」

「独立」「情熱」とありました。「悲しい思い出」はよくわ

かります。お彼岸、お墓参りに行くことが多いからです。

他の言葉についてどんな意味が込められているのか、『？』

が生まれました。 

 

１０月 ３日（金）演技・おもちゃ・報告 

運動会に向けて、高学年の集団演技の練習も始まりま

した。この日は、初めての練習のようです。実行委員の子

が考えたダンスをまず披露しました。「これはすばらし

い！」と私は思いました。このダンスを全体でできたら、

感動的だと確信しました。実行委員にはできましたが、他

の子がどれだけできるか、これからの練習にかかってい

ます。「今年のテーマは個性」と実行委員が説明していま

したが、ここでも自走する子が誕生してもらいたいです。 

二年生が自分で作ったおもちゃで遊ぶ会を開きました。

この会に一年生を招待したのです。一年生は大喜びで、お

もちゃで遊んでいました。迷路でゴールしたり、ビー玉を

転がして高得点が生まれると歓声も上がっていました。中



には賞品を用意していた二年生もいました。私ももらいま

した。異学年の活動が減ってきている中で、このような交

流はもっと大事にしていきたいものです。 

昨日行われた市内体育祭の結果を、四年生が放送で報

告してくれました。各種目の入賞者を読み上げてくれた

のです。練習などありません。速報の原稿を、緊張しなが

らもしっかりと読み上げてくれました。毎年、市内体育祭

後には四年生がこの活動をすることになっています。来

年は出場する側です。そして今の三年生は、来年はレポー

ターとして活躍してくれるはずです。 

 

１０月 ２日（木）体育祭・交流・応援 

順延となった市内体育祭が行われました。黒須小学校、

東町小学校、豊岡小学校の順に本校に到着し、晴天です。

集合した黒須小学校が元気な声で準備運動を始めると、

扇小五六年生も習って始めました。六年生の一人が前に

出て、屈伸運動などを行ってくれました。それぞれの学校

が早めに準備運動を終えたので、予定よりも少し早く開

会式が始められました。 

感動的な場面を最初に見たのは、走り高跳びです。男子

は一人が成功させると、他の学校の子も一緒になって大

喜びをしているのです。ハイタッチしたり、抱き合ったり、

いつこんなに仲良くなったのか不思議なほどです。リレ

ーでは逆に、他校の子が慰めたり励ましたりしている場

面もありました。この会の目的である、すばらしい交流が

できたと嬉しく思いました。 

四年に一度の本校会場だったために、四年生以下の子

も休み時間等に応援に来てくれました。「おうぎ、おうぎ」

の声が響く時間もありました。五六年生の姿を見た四年

生は、きっと来年度の大会に向けて燃えるものがあった

はずです。生で先輩の雄姿を見た体験は、きっと大きな成

果をもたらしてくれるはずです。 

 



１０月 １日（水）練習・表紙・係 

10 月になりました。運動会の練習も本格的に始まりま

した。体育館には一、二年生が集まっていました。集団演

技の練習が始まります。前に立った二人の二年生が一言

ずつ全体に話をしました。「動きを覚えましょう」「大きく

動けるようにしましょう」。後で聞いてみると、実行委員

の子が毎回めあてを伝えていくことになっているようで

す。低学年でも自主的な練習態度が育ってくれたら嬉し

いものです。 

あるクラスに、運動会のプログラム表紙の絵を書いてい

る子がいました。本校では毎年、この表紙の絵は子供が書

いたものにしています。誰の絵が採用されるか決まるのは

まだ先です。この子が一生懸命に書いていたのは、玉入れ

をしている場面でした。昨年の運動会を思い出しながら書

いているのだと想像しながら見ていました。昨年の運動会

を思い出しながら見ていました。一年は早いです。 

一年生が係活動を行っていました。「せんせいかかり」

というポスターを作っている子がいたので、何をするの

か訊いてみました。「休み時間に算数の勉強を教えたい」

と教えてくれました。ポスターをよく読むと、そのことが

しっかり書いてありました。この二人は「書いてあるよ」

とは言わずに教えてくれました。情報化社会で、何でもデ

ータ等を読んで理解しなければならなくなっていますが、

やはり肉声で説明し合うことも大事にしたいと感じまし

た。 

 


